






























































〉ぞ五 1165T 』600 I附 5句 110 000 
1 月 5.!ι ・ 8.9 6.3 • 8.6 大
2 .J ，5.4 7.0 6.6 7.4 路
s 周 5.3 9.7 3.7 鍋 於
4 月 ".0 8.0 7.6 14.4 て2' 
5 月 ら8. 10.0 10.4 16.3 . 3 
.6 .月 114> 12.6 12.3 16.5 司E
7 月 13.8 15.'1 9.7 14.0 すり阜 、
8 見 13.1 16.0 
9 周 12.4 14.0 
10 月 1C.9 12.0 . 
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・ 1・昭如 8年産米吉神及推紳~J]<.分約 14%及び























(3) 近漉腐太郎二寺銭千育現 同前誌官官お容 1!J7
-2C1J 昭籾17年1月
(4) 岡村保策(:8flJ 1-47昭和12年1月
女官官省料製品h'先週による業績く昭和19.9月9日
大.A~長前究腐〉
直播稲の多年生化にフいτ
吉 開
「栢iま禾<{I:科に島する一年生草本たり」さは、
吉川崎泊.PI土著「j需用作&~諭」の「隔」の蹄Jt l乙
記載さtτゐると iニるでt>る。そしてそれは何
人i二も是認されτゐ大三こる-Nうる。然るにミ
苦手利率水18の直矯裁!1.h二捕する例究の過程に於
て、直矯掘が多年生lヒずる事寅伝説見したか
ら、ニ hにその揮裂を報告しておかふさ，皆、ふ。
水簡は苗代で育苗じて、移徹栽ほすれば、日
本内地t二於τは.稲刈後刈株は枯托しτしまふ。
即ち、舶は一年伶i作物である"ill地刈後高温が
つづけば、毛の刈妹から新しい捷子が新ヰして
*t(~ 出終結賞するこ乏がt>るニミは、子生rf:â
のJ.U跡i二於て.aめられるさニるでbり、企越の
如き酸地では、その「再生樹」を』肱舗をするこ
さもあるニとは周知のド貨である.稲刈後直ち
に稲沫令周り上げτ温室に入れτおけば、翌番手
その刈除から新しい葉子が新生して来るこさも
よ〈知られτゐることである.然るI?:ニq:報
告する直情稲の多年生ftさいふのは、 ta矯栽13
されわ揺がJf外の不緋栽Jlされた愛国の中で越
年して、翌存になってそ.のメIJ体から新しい葉子
や出して生長し、移植しfニ稲まりも、Lその竿iユ
直情栽培した筒よりも、よい生育与し、よい捻
り令しにさいふ事貰なのであるo ニのま五貰は直
矯裁唱の指導献験地たる幅|同県長三泌総川口付、
山口玖太郎氏のi長矯I:IH二於て、昭私21竿5J1 鷲
見せられたものである。この直矯出にはJ白晶2)
年5月農林b蹴な妻間直播栽培レ、 11Hその稲
荷旨刈取った跡へは'1、妻令不耕裁培し?とから、稲
綜は耕起されないでそのま L越年したわt1であa
金市
る.その越年株から昭和3年5月に新しh蝶子
か出τ、生長しH¥楓l-成熟Lたのである。主主初
これを必~たさき，は、指必の中へ落ちこぼれすみ
観種が護芽したものではないかと，思9たのであ
るが、試みiこその隊ぞ掘り起‘して調髭してみた
三ニろ、前年の刈体から新しL襲子が出たもの
であることが明らかになうたので&る。而もそ
れは 1株や B株ではなくて、数へきれな1い穂多
量あって、もじも妻の中耕の際稲棒高T傷害する
ニさがなかったならば、それ?とけ℃栽協の目的
令遣し得ゐ聡多数iミ出.てゐたのである。そニで
それをそのま h生長るせたさ・ニろ、をの斗育iま
陥る旺盛でbT、分集本童文がo6牛てにも達するも
のがあり、その憾も、移植栽培のものよりも、
その守に直矯緯唱したものよりもよい稔り冷し
たのである。この事貰は、理論的にも貰際的l二
も極めて重要であるので、こ Lに取政へ歩をの
事貨を鰍告してゐ仁志共に、モれの研究を準め
てその結果は将来詳細報告しゃうさ忠ふ。昭和
21年度の冬は比私的暖かかったので、而もをの
聾見地が九州地方の暖地なので、昭和21年度の
特殊現象かも知れないさ思って、同一保件の同
の移植栽培の稲株i二ついどct詳細調食したが、
その多年tf.化は認められなか-?j.こし、叉岡山.
臨地方についてか hる事賓の存歪そ調宣した
さころ、児島樽干拓地併に於τも、水路のほ
さりに自然に生え?こ掲のAJ株からは、翌年新し
い葉子I.NHτ よレ揺がt~来る事賓のあるニ・とも
明らかになqたのである。そしてそれが直婿栽
培した括、又は直矯栽簡と同鎌な自然に生えた
〈仰} ::-:40で
